
14広報しばやま 

育
坂
さ か い

井 慶
け い こ

子
（はにわ台南／現2）

①育
②�教育・人材育成が町の未
来を救うと信じて活動し
ていきたいから。

柔
岩
い わ う ち

内 　章
あきら

（上吹入／新）
①柔
②�さまざまな状況に対して
柔軟に対応することを心
掛けているから。

嘉
副議長　實

じ つ か わ

川 嘉
か い ち

一
（山田／現2）

①嘉
②�よい、幸いするなどの意
味があり、先祖代々の力
強さを感じるから。

志
議長　岩

い わ さ わ

澤 達
た つ や

弥
（谷平野／現3）

①志
②�何事にも志（目標）を持っ
て一所懸命努力すること
を心掛けているから。

人
伊
い は し

橋 寿
ひ さ お

夫
（宝馬／現4）

①人
②�ご支援いただいている
方々の声を町政に伝え、
変え、支えて参ります。

親
麻
あ そ う

生 孝
た か ゆ き

之
（小池9／現3）

①親
②�今、親のありがたみをひ
しひしと感じています。

情
堀
ほ り こ し

越 保
や す お

夫
（小池2／元3）

①情
②�情熱を持って人情、友
情、愛情、温情を大事に
したいから。

縁
萩
は ぎ わ ら

原 正
ま さ き

規
（小池9／元2）

①縁
②�人の力が縁となり、紡い
でいくと大きな力になる
と考えているから。

忍
平
ひ ら や ま

山 　弘
ひろし

（中谷津／現6）
①忍
②�国難に耐え忍ぶ時期であ
り、耐え忍びきれば幸福
を招くと思うから。

恩
内
う ち だ

田 白
さ た み

民
（岩山／現5）

①恩
②�お世話になっている皆さ
まにお返しができるよう
頑張ります。

緑
戸

と い

井 沢
ま す お

夫
（新井田／現4）

①緑
②�農地と森を守り、環境を
守り、大地を守る。住み
よいまちづくりのために。

朴
小
こ じ ま

嶋 秀
ひ で き

樹
（白桝／現4）

①朴
②�父の名前は「真一」、祖父の名
前は「直」、真っ直ぐに、愚直
に、これが私のDNAだから。

芝山町議会、新体制でスタート
　２月９日、任期満了に伴い12人の新しい議員が決定しました。議会人
事と併せ、選出された議員の皆さんをご紹介します。（議長、副議長、以
下議席順／敬称略）

氏　　名
（行政区／当選回数）

①自分を表す漢字一文字
②その理由

TOWN INFORMATION 町からのお知らせ
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■
対
象
と
な
る
学
生

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
20
歳
以
上

の
学
生
な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
1
1
8
万
円
＋
扶
養
親
族
な
ど
の

数
×
38
万
円
以
下
の
方

■
申
請
方
法

　
町
民
税
務
課
国
保
年
金
係
へ
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請
書

は
同
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
）
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・	

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
両

面
）
の
写
し

・
印
鑑

■
昨
年
度
に
引
き
続
き
学
生
の
方

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平

成
31
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

れ
て
い
る
方
で
、
令
和
２
年
度
も
引

き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
は
、
４
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き

形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
る
方

は
、
こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
令
和

２
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
（
こ
の

場
合
、
在
学
証
明
書
や
学
生
証
の
写

し
の
添
付
は
不
要
）
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の

納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年金
学
生
納
付
特
例
制
度

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
学
生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

■�

予
約
窓
口　
町
民
税
務
課
戸
籍
係

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

ま
で

■�

４
月
の
平
日
夜
間
お
よ
び
休
日
交

付
日
・
更
新
日

　
４
月
７
日
㈫
、
４
月
23
日
㈭
、

　
４
月
26
日
㈰

※ 

事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
戸
籍
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
時
間　

	

〈 

平
日
夜
間
〉
午
後
５
時
15
分
～
午

後
７
時
ま
で

	

〈 

休
日
〉
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま

で
■�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
に
必
要
な
も
の

・	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
（
申

請
書
か
ら
切
り
離
し
た
、
12
桁
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
も

の
）

・	

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
ご
連
絡
に
同
封
さ
れ
た
ハ
ガ

キ
）

・	

写
真
付
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）

・
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不
可
）

・	

お
持
ち
の
方
は
住
基
カ
ー
ド
（
引

き
換
え
で
交
付
し
ま
す
）

※	
代
理
人
に
よ
る
受
け
取
り
は
、
本

人
が
入
院
中
な
ど
で
来
庁
が
困
難

な
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

■�

電
子
証
明
書
更
新
手
続
き
に
必
要

な
も
の

・
お
持
ち
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
有
効
期
限
通
知
書

※	

代
理
人
に
よ
る
手
続
き
の
場
合

は
、
記
入
済
み
の
「
照
会
書
兼
回

答
書
」
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
戸
籍

係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

交付
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き

平
日
夜
間
・
休
日
窓
口
の
ご
案
内

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
お
よ
び
電
子
証
明
書
更
新
手
続
き

が
次
の
平
日
夜
間
・
休
日
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
平
日
夜
間
・
休
日
の
受

け
取
り
、
更
新
手
続
き
を
ご
希
望
の
方
は
、
希
望
時
間
を
必
ず
電
話
に
て

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

町
民
税
務
課�

戸
籍
係�

☎
77
‐
３
９
１
1

問

町
民
税
務
課�

国
保
年
金
係�

☎
77
‐
３
９
１
２

千
葉
年
金
事
務
所�

☎
０
４
３
‐
２
４
２
‐
６
３
２
0

問

マイナちゃん
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